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エンテーション

○日本語を見つめる

難響含疑
庸識のル●ベ

〇小説を楽しむ
○物語の世界

小説を味わう
○孔子のことば

あいざない

。国語総合の学習につい
。季節の言葉と出会う

T渠勢幸すitなぜ二冽になぢで‐
歩くのか ?

1養眠暁を覚ご _……………__
。奥山に猫またといふもの

・パスに乗って

※単元ごとにワークを確認。

〔中間考査〕ノート提出

〔期末考査〕ノート提出

○物語へのいざない

○物語の世界

…

|・

‐ ‐ ‐
・
‐
・ ・ ・

¨
・ ・

‐
・ ・

‐ ‐
・ ・

‐

O論理をはでく
。
む

TTヽたずぢ」鰤 り:戦

・ 疋 別 石 宜
°
4｀ τ

等で評価します。



リエンテーション
○旅から捉える現代世界

σ世界あ諾地域5蘇と文化

r_盤度と委範
・時差・ 口町 左

。国家と国家の結びつき

同 す獅 ― … … …
。川が作る地形、海岸で見られる地形

:_本ユ_:_カルス.h地形
。その他の地形

を提出します。

。小テス ト

・中間考査
・ファイル提出

:麗粟薯馨=hI
。ファイル提出

規模で広がる課題

Q麦近ム地域の課題

:・目棄8業i・倣一一………・
。人日問題

°
円 ノ ン ′
。中央アジア、西アジア、北アフリカ

■,ハ2以車Qアフ.リカ_……………………
・ ヨーロッパ
。ロシア
・アメリカ
:‐オセア菫ブ

…………………………………

確期翠ご南一.…………
・環境問題

「言渠雰髪曇盤タム地図‐……………………
・災害と防災

「市蘭著査
・ファイル提出

「課題レポ=ド

・期末考査
・ファイル提出

・小テスト

・疋期考針 小アス トの灰願、「/―クやノー トの提出状況、レポー トの内容、日常の
への参加態度等で評価 します。

ち、役業に取り組むことができているか。

面的な視点を持つているか。



教科名 曇         :  ,日 夕 24

教材
教科

ニ ュ ー ア シ 十 【

拗聴
1 2次関数とそのグラフについて理解し、それらを用いて数量の関係や変化を表現することの有用性を認識しつつ、

それらを事象の考察に活用できるようにする。

数学的活動を取り入れつつ三角比、データの分析を理解し、それらを事象の考察に活用できるようにする。

の
方
習
め
学
進

1 前期は教科書の内容を中心に、2次関数に関する全般を学ぶ。
後期は教科書の内容を中心に、図形と計量、データの整理と分析まで学ぶ。

週ごとに週末課題をワークから出して提出させ、学習習慣を確立しつつ理解を深める。

単元名 具体的な学習内容 備考欄

前

4
0オリエンテーション
02次関数とそのグラフ

・ 数学 Iの学習について
。2次関数の標準形について

:奪芳髪β″子発2煙房落習……
。2次関数の最大と最小

*年間を通して小テス トを行つて
いく

5

02次関数とであグラフ

ｒ
Ｕ

02次関数とそのグラフ 12次関数の最天と最/1N 。中間考査
・ノート提出

7

02次関数とそのグラフ 「ワ茨蘭類の決定

０
０

02次方程式と2次不等式 。2次方程式の解き方、解の個数
の判別

０
コ

02次方程式と2次不等式 。2次関数のグラフと叉]輛の共有
点
・2次不等式の解き方とその応用

:期茉考査
~

・ノート提出

期
標
前
日

後

10

11

0鋭角の三角比

〇鋭角の三角比
………‐

直角三角形と三角比
直角三角形の辺と角

・
三角死あ相互蘭縦

……………‐

90° 一 Aの三角比

‐
下間著番
………………………

ノート提出

○三角比の拡張 。三角比の拡張
~~~~~~~

・三角比の相互関係

=翌儀だ珪
ρ‐Ω二亀ヒ_…………

。余弦定理1

○正弦定理
○余弦定理

2

○三角形の面積
○データの整理

三角形あ面積
十一―一一¨

データの整理、代表値など

‐
学年茉考査
ノート提出

3

Oデータの整理
○デ■夕の相関

データの散らばり
相関、相関係数

期
標
後
目

評価方法

・定期考査、小テストの成績、週末課題やノートの提出状況、日常の授業への参加態夏事
で評価する。
・数学科の観点別学習状況の評価の4観点を基本として評価する。

評価の
観点

感・ 悪 致学の良さを認識し、それらを事象の考察に積極的に活用しようとしているか。

曇的技能

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程を多面的・発展的に考えているか。
Ⅸ 事象を数学的に表現 処理する仕方や技能を身につけているか。
知・埋】 数学における基本的な概念、原理・法則などを体系的に理解し、知識を身につけているか。



教科名 24

教材
教 科

ノ‐―

学習の

目標

2の やヽ』 翌解
‐

2 日常生活との関わりを通して,生物や生命現象に対しての興味・関心を高0 )る。
1どを ノπ 厳

一
こつける。

の
方
習
め
学
進

教 ♪ :内フ ミについての

:通 し lに考え、探究する力を身につけま1

3   フ l ン や レポ ー ノて自身の考えを表現する力を身につけ「ま
｀

単元‐

llリ

4
第 1編 生物と遺伝子
○生物の特徴

・生物の多様性と共通性

5

代謝とエネルギー

小テス ト

6

○遺伝子とそのはたらき

。光合成と呼吸

=bNAあ篇適と遺伝情報
………

:離灘お緒ビ編8寡倦…

中間考査
ノー トファイル提出

7

8

9

第 2編 生物の体丙環境
~

の維持
○生物の体内環境とその維持

体内環境としての体液
期末考査
ノー トファイル提出

期
標
前
日

後

第 2編 生物の体内環境
の維持
○生物の体内環境とその維持

腎臓と肝臓による調節 /1ヽテス ト

11 自律神経系と内分泌系の調節

免疫

中間琴蚕
~~~~~

ノートファイル提出

1

第 3編 生物の多様性と
生態系

Q植生の多様性と笙仁__

多様な植生
植生の移り変わり

2

気候とバイオ■ム
学年末考査
ノー トファイル提出

3

○生態系とその保全 生態系とそう鼠 り立ち
~

物質の循環とエネルギー
4r熊系のバランスル保全

期
標
後
目

評価方法

・足期考査、小テス トの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、レポート等の
表現力、実験・観察レポー トの内容で評価します。
・理科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本として評価します。

評価の
観点

場・ j護・ 自然と環境について関心を持ち、主体的に探求しようとする態度を身につけている。
・ ‖門 ・ 自然・生物の変化に対して自らの考えを持ち、IF しく判断し表現する力を身につけている。

1籠】 生 への探求、検 証の技征 方 類を身につけている。
知 。理】 生 然環境の基本的な概念や構造、法 Jを理解 している。



薩工競技
¨

シャトルラン
・体ほぐしの運動

J容力空高ゆ鋤 _

・跳び箱運動の基本技能
(個々の能力に応じて技を選択
し、連続技を組み立てる。)
。運動・スポーツの学び方

〈300m)

・クロールの習得

(ト レッキング、ウォーキング

・班つくりと準備体操つくり

。前期中間考査

∵記録会″難

「強歩誼票条め実施
‐

・バスケットボー

(個人技能を身につけ、作戦を

生かした次堕劉即 .します。_.)_

・グレンデスキーの滑走法を
理̈解ル、…習得レます..……….

・ ル
~ノ
ンこ番 刊 法 ●_l

・技能テス トの実施

:・技籠デズトあ葉施
‐

ンヽ ●― ‐́ "″ ′‐ ノ` ‥ ●● ヽ  ヽ お・ =″ =ヽ― ソ 甲aヽ」■S"へ ヽ
~ヽ  `へ ‐ 、 瞑,ノJ、  Jミ F

ルールや審判についての知識や技能などを、総合的に評価します。



教科名 :健体育   l 科目名 l     保健 学 生  : ,

教材
科 書 :健体育
材 な 丞

学習の
目標

そ

結と健康について :

見据え、自らの健リ につ いて

'

3

学習の
進め方

卜の発達 と性 との繋が ヒ について以 _ます。
医療 rll度 について学び、旱
の繋が りについて理解を3 :め、 日常での実践につい『考えます。

エンテーション
○思春期と健康

識と性行動の選択

Q結婚生活と健康

○家族計画と
人工妊娠中絶
○加齢と健康
○高齢者のための社会的
取り組み
○保健制度とその活用

とその活用
○医薬品と健康

・ 2学年の保健の学習について
。思春期の体と健康

:腫警8鶏騒性の範…
・性に関する情報と性行動

T結婚生馨雪豪模煽糧漢
・受精 。妊娠 。出産と健康
。家族計画の意義と避妊法
。人工妊娠中絶について
。加齢と心身の変化、健康

・保健行政と保健サービス

T送療制度:・
‐
菌療保験1・
・

・医薬品の種類と使用法

の防止と環境対策

生活動のしくみ
生活動のしくみ

0食品荷塁喜動ぉし‐く万
とその働き

○働くことと健康
費と健康__:_……
な職業生活

・健康つくりのための活動
・民間機関、医療機関の活動

:燿騒彎轟璧麟…
。大気 。水質・土壌汚染の関係

・握彙滉委場跡走蓮誉健康
理
一
処
一
の
一理
尿
管

製
囃

２
全
道
要

1食昴の安全と環境の保健_……

・労働と健康の関わりと問題

:端炎曇̈舞Ё檬範…

評価方法

・定期考査や日常の授業における参加意欲や学習態度を中心に評価しま工

評価の

観点

【関・意・態】
・性や家族、保健・医療、環境について興味関心をもち、意欲的に授業に参加し
ているか。

思・ 甲 容について、将リ

な健康や環境と1

据えて考 え る ことがで iているか。
知 ・ 理 ついて、理解できてい か 。



sh Comnunication
ss Eneli sh Connunication I

合的に評価 します。協力してペアワークやグループワークに臨みましょう。

-i--,.r-----',



・情報のノー ト 見てわかる社会と情報 (日 本文教出版)
・ コンピュータ入力問題集  (日 本文教出版)

リエンテーション

を整理して伝える

0南機器あ莉雨する芝著

0表計算ソフ下あ使iヽ芳
¨

・ワードを用いた文書処理等

:‐デi=・を用いた文書処理事
……

:‐r‐ぅ帯 7万を肩百たアだし■
…

ション

‐
:‐わ夕碑りiを莉蔚 る■であ注i
点
_:_1ク!』罪l¨法と個人の責任 _.
・インターネットを利用する上
での注意点

:‐Iグゼル業雪
…………………

(年間を通してコンピュータソ

_■2棟能を、テス.hを行ラ)

・ ファイル提出

算ソフ下あ感 芳ヽ
¨

セキュリティの確

ュリティの確保

ネットワークと
コミュニケーション

8頭欝どう夕千お農R

:薦天認証芝アタセズ莉釘
……

・情報セキュリティを高める

・知的財産権
・個人情報の保護

・コミュニケーションの手段、
ットワークの活用

÷鬱窃菫法に鋒期‐‐
・ファイル提出

評価方法
・足期考査,小テス トの成績,ノ ー トの提出状況,日常の授業への参加態度等で評価する。
・情報科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本として評価する。

評価の
観点

授業に対し積極的に臨んでいるか。 ら情報及び情報技術を活用し問題解決を図っているか。

情報モラルを踏まえ、思考を深め、 i切に判断し表現しているか。

目的に応じて情報機悪の基礎的・基本的| t能を身につけているか。

知・ 理 】 社会における情報及び情報技術の意義や 4 と割における知識を身につけ、それを理解しているか。



クロッキー・デッサン
40

・
ヌ理外ズゲ,デ

……

¨
ヌ屋外ズケ,デ

……

・

「
文屋外ズケ,デ

年間指導計画について理解する。

対象把握と描線について考える。
油彩による表現の基本と、主題の
生成について学ぶ。
・題材の捉え方
。構図の基本
・油彩画制作の手順

制作記録をとります。

季体業課題の提示

夏季体業課題つ提出

ポートフォリオ作成
23h

表現に適した画材の研究

財躍禦猫劇こついて,…
(ス トラップ)、 表具の

作品写真の撮影について

ボ■‐:ぢ争予季冶ζま醤2いて

冬季¨ 提示

冬季休業課題の提出

評価方法
授業中の取り組みの観察、教師とのやり取りやワ
提出された作品 。課題から評価します。
様々な観点から総合的に評価します。

評価の
観点

:羮

"へ

の関心 意t ●産 , 他者の意見を踏まえ、主体的に主題を生成して作品作りすることができたか。
【発想・構想の能力】 主題から様々な造形要素を踏まえ、適切な表現方法を選択することが

一

【創造的な技能】 画材・遭具を通切に扱い、効果的な表現ができたか。

應 賃 の能 力 】 他者の作品から授業テーマに沿ってよさを感じ取り、まとめることができたか。



教科名 美術 科目名 素描 学年 2学年

教材
教科書 な し 単位数 1

副教材 な し 履修区分 美術選択

学習の

目標

1 対象のイメージや空間を把握し、造形表現の基礎となる観察力と描写力を高める。

2 自他の作品を鑑賞することで感性を磨き、美術文化の発展と創造に寄与する態度を育
てる。

学習の

進め方

1 造形表現の基礎である素描を行うことで、観察力や表現の技術を身に付ける。

2 様々な素材のモチーフを描き、形態の把握の仕方や陰影の付け方などを学ぶ。

3 作品を鑑賞し、描き方、良さを感じ取り、表現の工夫に生かす。

期 月 単元名 具体的な学習内容 備考欄

前

期

４

　

　

　

　

　̈
　

　

　

５

　

　

　

　

　̈

　

　

　

６

7

8

9

オリエンテーション

形態の把握について

幾何形体デッサン

静物デッサン
講評

石膏像デッサン

評
省
講
反

素描について

年間計画と評価について
鉛筆の削り方について
鉛筆の使用法について
様々な形態の把握方法
様々な表現方法について
制作時の諸注意
形態の把握について
明暗について

素材感について
空間について

量感について

・学習の見通しを持ちます。
・鉛筆の削り方や持ち方、表現
の幅広さを学びます。
・木炭や鉛筆など、素材による
表現の違いについて学びます。
・基本的な道具は自分で準備し
ます。

評価方法 授業中の取り組みの様子、提出物をもとに総合的に評価する。

評価の

観点

【関・意・態】 明確な目的を持ち、積極的に授業に臨んでいるか。

【発想・構想】 対象物をよく見てとらえ、画面上に構成できるか。

【技能】 素描の基本的な技能が身につけ、表現に活かすことができるか。

【鑑賞】 作品や対象物を見て良さを感じ取り、表現することができるか。



教科名 工 芸 i・ 製 図 2雀

教材
ンテリア製図 ぐ ) 単

な し 区 通

詢臨
:基に した工 の と構 成 力 を身 につ け る

デザインと工芸作品制作原図としての製図の二つの意弱睦画面覆厩蒻

学習の
進め方

練習課題 に基づいマ

ドラフター 、 CADを の適切な使用法を学ぶ。
画面構成の力をつける。

第三角法1ビよる襲

・ ドラフターの調整
・図面枠や文字を書く練習

・JIS規格を基にした作図仕様
・線の種類と寸法等の記入

。JW― CADプログラムの練習課題
・作図練習

あインデリア涯硬ぢた制作
‐

評価方法
課題の提出状況と内容、日常の授業への参加態度、技能等で評価し頭

評価の
観点

図法の習得と活用に向け意欲的に取り組んでいるか。
●甲 図面の役割を果たすよう線や図の仕様を考えることができるか。
伯り1 作業工程や進度に応じ適切かつ丁寧な作図ができるか。

ll・ 理】 」IS規格や、道具・コマントの使用法を理解できるか。



教科名 士
バ府 (工芸)   l 科 目名 l   木工 学 生 2`

教材
な し 6

1 1,オ な し

籍
学習の

目標

をとお して危機管理への意識を高めるとともに制作に劇

2 の 法の習得と作品の制作 をとお して の : な構造
'

:ぶ。
3 :σ) お し :体的な感覚を養い、豊かス 人 の

の
方
習
め
学
進

よ り安
`

1行う。
の とおして な設 .‐r・

:用 した実 rつ 。

。実習への取組
。制作段階の進度
機械製材終了
道具の手入れ

。制作段階の進度
材のあら取り～
機械での基本加工終了

。年間計画について
。評価方法について
・様々な止血法について
・製材の一連の流れについて
。クロスカットソーについて
・手押し飽盤について
・自動送り飽盤について
。軸傾斜横挽き盤について
・ほぞの構造と種類について
・木取りについて
。基本的な製材加工
・機械免許の取得について
。部品図をもとにした大型機械に
よる基本的な製材
・部品の数量と寸法の確認

リエンテーション
止血法について
大型木工機械使用法
ほぞを用いた作品制作
・大型機械による製材加工

・組立に向けた加工

・手加工

・組立て、素地調整

・制作段階の進度
機械製材の終了
道具の手入れ
機械での基本加工終了

・制作段階の進度
細部の加工の終了
仮組み
塗装の終了
提出

いた作品制作

・組立、素地調整

,けたオリエン

。木取り、基本的な製材加工
・部品図をもとにした大型機械に
よる製材
・部品の数量と寸法の確認
・組み立てに向けた細部の加工
(手加工や小型機械)
・仮組、組立
・塗装前の素地調整
・ラッカー塗装 (着色)
・部品の取り付け

「資料をもどiぎじた謀iil研究にお
けるアイディアの活用の仕方や設
計について
・素材、表現技法について

した工程に対する
します。さらに授業での制作に対する 心、態度を加え、総合的に評価します。

で効果的な使用方法を理解 し、制作においてそれぞれの場
に応じた安全で適切な作業ができたか。

工芸作 品 の良 さを感 じ取 り、 自己 の制作 に活かす こと



単元名 具体的な学習内容 備考欄

前

4

5

6

0オリエンテーション

○生活の道具_

インテリアとは ?
(住まいと空間)
身体の拡張=_空間の使い方

生活空間の考え方を見直しま
す。
様式について考えます。
を向けるようにします。
ホール作品の鑑賞を通して、
家具部位の名称や役割について
学びます。

○家具の部位 名称と役割

0家具の素材 と技法 素材と形態・素材と機能
地域性と素材、様式

7

○椅子の様式 形態と機能 デザインスタ■ル1ビ両げでf…
椅子について理解を深めます。

8
名称 と目的

9
○名作椅子研究 作品と百ンゼプト デザインカ舛 ,鵞 讃 する作詰

について個別テーマを持って研究
します。

期
標
前
日

後

ジグソー法によって、学習内容を
共有し深めます。
まとめた内容は発表します。

0イ ンテリア通史
(デザイン史)

生活と様式
先史～古代
ギリシャ・ ローマ

様式0証二とそあ背景てづいて:
地理や歴史の視点から俯欧して
学びます。

中世
ルネサンス

大航海時代_

1

バロック・ロココ
シルクロー ド
シェーカー様式

０
４

クラシック洋式～
ビーダーマイヤー様式

蓉 9下ど勁曇輸… 生産種やヨ女
・
ドあ考え方にうい

…

て、目を向けます。
つ
０

○デザインとは

期
標
後
目

評価方法
考査では、主に知識理解を評価します (年 2回)資料等の活用により

「
技能を評価します。   ~

ワークシートやレポート、プレゼンテーションにより、発想や構想を評価します。
授業中の取り組みや提出物・課題の状況により、関心・意欲・態度を評価します。

評価の

観点

関・意・悪】

発想・ 構想】

学習課題を把握し、目的を持って主体的に学習に取り組むことができたか。

学習内容 (技法、機能、部位)と制作物を関連付けて提え、制作にいかすことができる。
技能】 資料等を活用し、自らの考えを効果的にまとめることができたか。

【鑑賞】 機能、機能、来材の名称関係 (知識)について、身に付けることができたか。



教科名 ] 工

教材
教 な し

К分 1エヨ

学習の
目標

基本的なデザインと作品作 りを組み合わせ技術的、創造的に発展させた作品制作を目標 とします。

制作の過程をとお し造形的視野を広めるとともに感性を磨き豊かな人間性の形成を目指 します。

の
方
習
め
学
進

テーマともとにデザイン (
ODl い ます。

ノた 曇自己の作品に

`

こ制作 します。

の 肇し自らのイ :り をより高める工
〓

一

。1年間の流れを理解
・テーマの設定と計画

:厭遅詳ガトフィチ・‐
・プレゼンテーションの準備

=ツしゼジデ=ジヨレ
……………

。テーマが制作物に、どのよう

…2ながう■)を考える。……
・テーマをどのような手段¬
するかを構想する。

17=ヱΩ設定と計画、_構想_…
・試作と検討、プレゼンテーション

=茨年度制作べう意識付け
……・

「最終的な任Iげと資料あ整理
‐

「資料あまとおと発姜
…………

成果を確認する。

.:_テニヱと制作物の構想
・テーマをどのような手
するかを構想する。

。自らの制作をまとめることで
成果を確認する。

I年間あ振り返り
・
と

評価方法
評価の観点をもとに計画の進め万、制作、制作資料か ら経過 ことに総合間に行 う。

評価の
観点

・ 意・ 懸 テーマの 計画をもとに :を進めることができる

懇・ 構 想 テーマと がる
`

ていくことができる
テーマ l ノての スrぃ l

の能力 の取 ヒ あろ卜・ ノ、自らの制作意識を高めることができる。


